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研究概要 

当講座では脊椎・脊髄に関する基礎的・臨床的研究を中心に行っている。基礎研究は臨床との関連性を重視しており，これま

でに電気生理学的脊髄モニタリング法の臨床応用，動物モデルを用いた腰部神経根性疼痛メカニズムの解明，細胞組織工学に

よる椎間板再生，骨形成タンパクと人工骨の脊椎固定術への応用，パッチクランプ法による疼痛伝達路の解明及び脊髄前角細

胞の電気生理学的作用の解明，脊柱靱帯骨化症に対する分子生物学的アプローチなどを行ってきた。長寿社会が達成された現

在，人々は生活の質の改善を求めており，運動器疾患の治療と撲滅は最重要課題とされている。われわれはこの社会的要求に

応えるべく，臨床面で現在，低侵襲手術の研究・開発にも力を注いでいる。また，形成外科・手の外科分野においても微小血

管外科やキーンベック病に関する報告を数多く行っている。 

 

以下にその詳細を列挙する。 

１． 脊椎外科に関連する基礎的並びに臨床的研究 

• 脊椎内視鏡手術の技術開発と臨床応用に関する研究 

• 脊椎内視鏡手術におけるナビゲーションシステムの応用に関する研究 

• 脊柱靱帯骨化症関連遺伝子の解析 

• 腰部脊柱管狭窄症の自然経過に関する疫学調査研究 

• 腰椎椎間孔障害の補助診断法としての電気生理学的研究 

• 脱出椎間板組織の吸収過程と神経因性疼痛の制御に関する研究 

• 変性椎間板による神経因性疼痛発現機序とその制御に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄内痛覚伝導路に関する研究 

• パッチクランプ法を用いた脊髄前角細胞に対する虚血負荷に対する検討 

• パッチクランプ法を用いた運動ニューロンの電気生理学的作用の研究 

• 焼成骨（true bone ceramic, TBC）の脊椎固定材料としての有用性に関する研究 

• 術中脊髄機能モニタリングに関する基礎的・臨床的研究 

２． 骨髄幹細胞による骨・靱帯・関節組織の再生に関する研究 

• 培養椎間板細胞を用いた椎間板再生に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた脊椎固定術に関する研究 

• 骨髄幹細胞を用いた靱帯再建術に関する研究 

３． 骨形成タンパク(0P-1)の臨床応用に関する研究 

• 骨形成タンパクによる変性椎間板の再生と神経因性疼痛抑制に関する研究 

• 骨形成タンパクによる脊椎固定術に関する研究 

４． その他 

• キ-ンベック病に関する臨床的研究 

• マイクロサージェリーを用いた機能再建術に関する臨床的研究 

• 小児上腕骨顆上骨折の装具療法の研究 
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抗加齢医学研究会．2022.11.27、東京 

39. 中川幸洋：骨粗鬆症性椎体骨折における早期診断と評価の重要性．日高地区骨粗鬆症地域連携会．2022.12.1 web配信 

40. 中川幸洋：骨粗鬆症の早期診断と治療の重要性 -とくに椎体骨折に着目して- STOP THE骨卒中フォーラム in御坊．2022.12.22 web

配信 

41. 岩﨑博, 村田鎮優, 曽根勝真弓, 石元優 ,々 高見正成, 筒井俊二, 山田宏：未来先導企画「最先端画像診断技術が切り拓く脊椎脊髄外科」

超音波画像が切り拓く脊椎脊髄外科診療. 第51回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2021.4.21. 横浜 

42. 岩﨑博：脊椎エコーのすべて‐更なる高みへ‐. 第33回日本整形外科超音波学会 ランチョンセミナー, 2022.7.24. 広島 

43. 岩﨑博, 筒井俊二, 高見正成, 橋爪洋, 長田圭司, 石元優 ,々 山田宏, 玉置哲也, 芝﨑裕順, 中村一貴：各種神経機能モニタリング法の有用

性と限界‐各種モニタリング法の特徴と利用法‐. 第52回日本臨床神経生理学会学術大会 シンポジウム, 2022.11.24 京都 

44. 筒井俊二, 山本衛, 神前拓平, 村田顕優, 山田宏：機械的合併症の予防と対策 -力学的観点から-.第12回日本成人脊柱変形学会, 2022.3. 和

歌山 

45. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、村上公英、神前拓平、山田宏．成人脊柱変形に対する固定範囲を短縮した矯正固定術

の中期成績．第12回日本成人脊柱変形学会（2022.03）和歌山（シンポジウム） 

46. 西山大介、岩崎博、福井大輔、山中学、神前拓平、山田宏：術後脊柱不撓性が招く人工股関節脱臼のリスク評価. 第12回日本成人脊柱変

形学会 2022.3. 和歌山 

47. 西山大介、福井大輔、山中学、上野健、殿尾守弘、山田宏：深層生成モデルより得た中臀筋の三次元形態特徴量と歩行能力の相関. 第16

回日本CAOS研究会 2022.3.東京 

48. 長田圭司、橋爪洋、村田鎮優、浅井宣樹、岩崎博、筒井俊二、高見正成、吉田宗人、吉村典子、山田宏：成人脊柱変形発生/進行の予測因

子-The Wakayama Spine Study 6年間の追跡調査結果から-．第12回日本成人脊柱変形学会シンポジウム1 2022.3.5 和歌山 

49. 下江隆司: 更年期女性における手・手指の疾患 ～その特徴と治療におけるエクオールの可能性～. 田辺薬剤師会web 研修会, 2022.3.2. 

(web開催) 



50. 下江隆司, 平瀬雄一: 更年期手に困ったら－２つのエクオール介入試験を終えて. 第 66 回日本手外科学会ランチョンセミナー, 

2022.4.14-15. 北九州市 (hybrid開催) 

51. 下江隆司: 更年期女性の手外科領域の疾患に対する新たな治療戦略 ―エクオールの特定臨床研究・実臨床での使用経験から―. 第35回日

本臨床整形外科学会ランチョンセミナー, 2022.7.18. 徳島市 

52. 下江隆司: 更年期世代の女性における手外科領域common diseaseとエクオールについて －だい規模一般住民健診と特定臨床研究から―. 

埼玉県整形外科医会, 2022.10.15. さいたま市 

53. 下江隆司: 整形外科と更年期障害、血管性病変との鑑別を要する下肢の末梢神経障害 －手外科、末梢神経外科医の視点から―. 第10回湘

南下肢病変を考える会, 2022.11.11. 三沢市 

54. 下江隆司: Menopausal handに対する新たな治療戦略 －エクオールの特定臨床研究・実臨床での使用経験から―. 第47回日本マイクロ

サージャリー学会, 2022.12.2. 浜松市 

55. 下江隆司：手外科領域における疫学研究の進め方. 2022年度日本手外科学会オンライン教育研修会. 

56. 曽根勝真弓: 末梢神経と私のシンクロニシティ. 第 33 回日本整形外科超音波学会, 2022.7. 広島市 

 

c) 全国学会 

1. 谷口泰德、北野岳史、山本 学:破格腱 Palmaris profundus を伴った手根管症候群の２例.第 65 回日本手外科学会・学術集会、2022.4. 

西日本総合展示場/福岡県北九州市 

2. 谷口泰德、北野岳史、松山雄樹: 尺骨神経障害を合併した腱鞘線維腫による弾発手関節の 1 例. 第 65 回日本形成外科学会総会・学術集

会、2022.4.22ザ･リッツカールトン大阪/大阪市 

3. 谷口泰德、北野岳史、山中 学: 破格腱 Palmaris Profundus を伴った手根管症候群の2例. 第65回日本形成外科学会総会・学術集会、

2022.4.22ザ･リッツカールトン大阪/大阪市 

4. 湯川泰紹、三原唯暉、加藤文彦：後弯を伴う頚椎症性脊髄症に対する術式別の治療成績．第29回JPSTSS学会、2022.9 大分 

5. 松本卓二: デジタルテンプレートと 3DCT 側面像の活用で明らかになる外側壁骨折を伴う大腿骨転子部骨折の手術戦略, 第 95 回日本整

形外科学会学術総会, 2022.5 神戸 

6. 松本卓二: 大腿骨転子部骨折手術における術中・術後前壁骨折を予防ためにはハイドロキシアパタイトオギュメンテーションに加え、ラ

グクラウンリーマーの使用が有効である, 第48回日本骨折治療学会学術集会, 2022.6 横浜 

7. 松本卓二 木村友香子: 大腿骨近位部骨折における術後 ADL は、入院時の年齢、生活状況、精神疾患の既往、栄養不良と関連する, 第

24回日本骨粗鬆症学会, 2022.9 大阪 

8. 松本卓二 木村友香子: 多職種チーム介入は脊椎椎体骨折の保存的治療において早期に疼痛緩和を促し、ADL の改善を導く, 第 24 回日

本骨粗鬆症学会, 2022.9 大阪 

9. 松本卓二 木村友香子: 大腿骨近位部骨折における人参養栄湯を用いた多職種介入の術後経過に及ぼす影響, JSPEN2022(日本臨床栄養

代謝学会2022), 2022.5 横浜 

10. 松本卓二 木村友香子:大腿骨近位部骨折における術後 ADL は,入院前の生活形態,骨密度,栄養不良,精神疾患と関連する,JSPEN2022(日

本臨床栄養代謝学会2022), 2022.5 横浜 

11. 松本卓二,木村友香子,野崎好美,道上裕子,船岡信彦: 大腿骨近位部骨折における人参養栄湯を用いた多職種介入の術後経過に及ぼす影響, 

第11回日本リハビリテーション栄養学会学術集会, 2022.1 名古屋 

12. 松本卓二,木村友香子,野崎好美,道上裕子,船岡信彦: 脊椎椎体骨折患者におけるデュロキセチンの投与は,疼痛緩和と栄養指標の改善を促

しADLの改善を導く, 第11回日本リハビリテーション栄養学会学術集会, 2022.1 名古屋 

13. 南出晃人、大江真人、種市 洋. 超高齢者の骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期経皮的椎体形成術のQOLに与える影響. 第51回日本脊椎

脊髄病学会学術集会, 横浜, 2022. 4. 21-23.  

14. 南出晃人、大江真人、種市 洋、山田 宏. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する早期経皮的椎体形成術の超高齢者QOLへの効果. 第51回日本

脊椎脊髄病学会学術集会, 横浜, 2022. 4. 21-23. 

15. 中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、延與良夫：骨粗鬆症性椎体骨折に対するDouble Cement Application Technique(DCAT)-BKP

について．第24回日本骨粗鬆症学会、2022.9.2-4, 大阪市 



16. 北野陽二：陳旧性 Terrible triad injury の治療経験 第35回日本肘関節学会学術集会2022.2.3 山形 

17. 岩﨑博, 村田鎮優, 曽根勝真弓, 石元優 ,々 村上公英, 神前拓平, 松山雄樹, 山田宏：超音波ガイド下頚椎神経根ブロック－その有用性と安

全性‐. 第37回日本脊髄外科学会, 2022.6.17. 和歌山 

18. 岩﨑博：運動器エコーが切り拓く脊椎脊髄外科診療. Pain Live Symposium in Yonago. 2022.6.24. 米子 

19. 野村和教,吉田宗人,中村陽介,岡田基宏,矢渡健一,中山渕志：超高齢社会での将来の腰椎手術数の推移予測とその検証.第51回日本脊椎脊髄

病学会学術集会, 2022.4. 横浜  

20. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩﨑博, 高見正成, 長田圭司, 村上公英, 太地良, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：側方進入椎体間固

定術を用いた成人脊柱変形手術の長期成績 ―腰仙椎骨盤内固定と胸腰椎骨盤固定の経時的変化と比較―. 第50回日本脊椎脊髄病学会学

術集会, 2022.4. 横浜 

21. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩﨑博, 高見正成, 長田圭司, 村上公英, 太地良, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：成人脊柱変形に対

するLIFを用いた下位胸椎骨盤固定術後のロッド折損：症候からみた再手術の必要性と要因に関する検討. 第50回日本脊椎脊髄病学会

学術集会, 2022.4. 横浜 

22. 筒井俊二, 橋爪洋, 南出晃人, 中川幸洋, 岩﨑博, 高見正成, 長田圭司, 村上公英, 太地良, 村田鎮優, 神前拓平, 山田宏：側方進入椎体間固

定術を用いた成人脊柱変形手術の長期成績：腰仙椎内固定と胸腰椎固定の経時的変化. 第95回日本整形外科学会学術総会, 2022.5. 神戸 

23. 筒井俊二, 高見正成, 山田宏：成人脊柱変形矯正固定術において最上位固定椎の背筋の脂肪変性は骨量減少より重要な近位固定隣接椎

間後弯変形の危険因子である. 第56回日本側弯症学会学術集会, 2022.11. 舞浜 

24. 筒井俊二, 神前拓平, 山田宏：長範囲脊椎骨盤固定術におけるロッド折損予防に用いる最適なアクセサリーロッドの設置方法に関する

力学的検討. 第56回日本側弯症学会学術集会, 2022.11. 舞浜 

25. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、村上公英、神前拓平、山田宏．成人脊柱変形における癒合椎に対する側方進入椎体間

骨切り術. 第8回日本脊椎前方側方進入手術学会（2022.02） 

26. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏．定量的3次元ロッドベンダーを利

用した新しい術中脊柱冠状面アライメント評価法．第51回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2022.04）横浜市 

27. 高見正成、橋爪洋、湯川泰紹、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、中川幸洋、山田宏．低侵襲腰椎椎体間固定

術は医療従事者の業務負担を軽減できるか．第51回日本脊椎脊髄病学会学術集会（2022.04）横浜市 

28. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏．成人脊柱変形における癒合椎に対する側方進

入椎体間骨切り術の治療成績．第95回日本整形外科学会学術集会（2022.05）神戸 

29. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、太地良、村田鎮優、神前拓平、山田宏．側方進入椎体間固定術は椎間外骨性架橋形成

の促進効果により脊柱安定化を導く．第95回日本整形外科学会学術集会（2022.05）神戸 

30. 高見正成、橋爪洋、岩崎博、筒井俊二、長田圭司、村上公英、神前拓平、山田宏．成人脊柱変形における癒合椎に対する側方進入椎体間

離開術．第37回日本脊髄外科学会学術集会（2022.06）和歌山 

31. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：HAスペーサーを用いた棘突起縦割頚椎脊柱管拡大術におけるLamina 

closureの危険因子と臨床成績. 第51回日本脊椎脊髄病学会学術集会, 2022.4. 横浜 一般ポスター 

32. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の骨粗鬆症性胸腰椎椎体骨折に対するBalloon 

Kyphoplasty (BKP)の有用性. 第95回日本整形外科学会学術集会, 2022.5. 神戸  E-poster 

33. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：HAスペーサーを用いた棘突起縦割頚椎脊柱管拡大術におけるLamina 

closureの危険因子と臨床成績. 第37回日本脊髄外科学会, 2022.6. 和歌山 一般演題 

34. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：チタン製椎弓プレートを用いた棘突起縦割椎弓形成術の治療経験. 第

25回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 主題 2022.11. 京都 

35. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：骨粗鬆症性脊椎椎体骨折に対するVertebral Body Stenting (VBS)の

使用経験. 第25回日本低侵襲脊椎外科学会学術集会, 主題 2022.11. 京都 

36. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：チタン製椎弓プレートを用いた棘突起縦割椎弓形成術の治療経験. 第

31回日本脊椎インスツルメンテーション学会, 2022.11. 大阪 



37. 延與良夫、中川幸洋、前田孝浩、原田悌志、玉井英伸、北裏清剛：骨粗鬆症性脊椎椎体骨折に対するVertebral Body Stenting (VBS)の

使用経験. 第31回日本脊椎インスツルメンテーション学会, 2022.11. 大阪 

38. 岩田勝栄、峠康：掌側rim骨片を伴った橈骨手根関節掌側脱臼の1例．第65回日本手外科学会学術集会 2022.4. 福岡 

39. 岩田勝栄、北野陽二：手指皮膚欠損に対する橈骨動脈浅掌枝皮弁．第49回日本マイクロサージャリー学会学術集会 2022.12 静岡 

40. 石元優  々 加藤正哉 岩崎博 曽根勝真弓 村田鎮優 神前拓平 橋爪洋 筒井俊二 高見正成 長田圭司 太地良 山田宏：「頚椎外

傷における椎骨動脈の評価において超音波検査は造影 CT にとってかわることができるのか？」Is the ultrasonography for the 

assessment of vertebral artery of the patients with cervical trauma equal to CT angiography? 第51回日本脊椎脊髄病学会学術集会，

2021.4.21 

41. 石元優 ,々 高見正成, 平一裕, 中田朋紀, 山田宏, 上田健太郎, 加藤正哉：コロナ流行後初めての夏に河川で飛び込み損傷を生じた 2 症

例．第25回日本臨床救急医学会総会・学術集会，2021.5.26 

42. 石元優  々 加藤正哉 平一裕 岩崎博 曽根勝真弓 村田鎮優 神前拓平 橋爪洋 筒井俊二 高見正成 長田圭司 太地良 山田

宏：頚椎外傷における椎骨動脈の評価において超音波検査は造影CTと同等である．第33回日本整形外科超音波学会，2021.7.24．広島 
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28. 山本章, 木下裕文, 窪田誠治, 谷口隆哉, 友松晃一, 夏見勇多：幼児に発症した急性化膿性足関節炎の 1 例. 第 90 回和歌山医学会総会, 

2022.7.3 



29. 上野健、西山大介、谷口隆哉、福井大輔、山中学、山田宏：股関節に発生した滑膜性骨軟骨腫症に対して関節鏡併用下に治療を行った一

例. 第138回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2022.4. 愛知 

30. 上野健、福井大輔、神前拓平、西山大介、山中学、山田宏：内側半月板逸脱状態における膝関節アライメントの違いが膝関節に及ぼす応

力の検討-有限要素法による解析-. 第139回中部日本整形外科災害外科学会・学術集会, 2022.10. 大阪  

31. 上野健、福井大輔、神前拓平、西山大介、山中学、山田宏 内側半月板逸脱と膝関節アライメントが膝関節応力に及ぼす影響について-

有限要素法を用いた解析-，第32回 和歌山県整形外科医会 2022.2. 和歌山 

32. 上野健、西山大介、谷口隆哉、福井大輔、山中学、山田宏：股関節に生じた滑膜性骨軟骨腫症の治療経験, 第 90 回和歌山医学会総会，

2022.7. 和歌山 

33. 上野健、高見正成、岩﨑博、山田宏：頚胸椎後方手術直後に窒息に至った脊柱靭帯骨化症の1例，第58回脊椎外科を学ぶ会, 2022.11. web 

34. 村田顕優，福井大輔，西山大介，山中学，上野健，山田宏：反復性膝蓋骨脱臼に対し人工靱帯による内側膝蓋大腿靱帯（MPFL）の再建

を行なった3例．第138回中部日本整形外科災害外科学会，2022.4.8. 名古屋(web) 

35. 村田顕優，下江隆司，福井大輔，松山雄樹，曽根勝真弓，木戸勇介，山田宏：リウマチ肘の上腕骨遠位端偽関節に対し人工肘関節置換術

を施行した1例．第90回和歌山医学会総会，2022.7.3. 和歌山 

36. 村田顕優，下江隆司，平野三好，曽根勝真弓，木戸勇介，山田宏：リウマチ肘の上腕骨遠位端偽関節に対し人工肘関節置換術を施行した

1例．第139回中部日本整形外科災害外科学会，2022.10.29. 大阪 

37. 貝持裕太，山中学，西山大介，福井大輔，玉井英伸，山田宏：大腿骨及び膝蓋骨に広範囲骨梗塞を伴った急速破壊型股関節症の稀な一例.

第138回中部日本整形外科災害外科学会・学術学会, 2022.4. 愛知 

38. 貝持裕太, 山中学, 西山大介, 福井大輔, 上野健, 山田宏：競技復帰を希望しない若年者のハムストリング付着部完全剥離損傷に対し腱縫

合術を行った1例.第139回中部日本整形外科災害外科学会・学術学会, 2022.10. 大阪 

39. 貝持裕太，山中学，西山大介，福井大輔，玉井英伸，山田宏：大腿骨及び膝蓋骨に広範囲骨梗塞を伴った急速破壊型股関節症の稀な一例.

第90回和歌山医学会総会, 2022.7. 和歌山 

 

【以下、順不同】 

40. 成山晃弘, 三宅有理亜, 坂田康裕, 上村和久, 久米川真治, 上野一樹, 和田仁孝, 下江隆司, 朝村真一: 両側坐骨欠損となった左坐骨部褥瘡

の1例. 第132回関西形成外科学会, 2022.11.26. 大阪 

 

e) その他 フォーラム、セミナー、研究会、講習会、ワークショップ等 

1. 松本卓二: 整形外科領域の漢方 -人参養栄湯の大腿骨近位部骨折に対する効能-, クラシエ薬品社内講演会, 2022.2 

2. 松本卓二: 高齢者上腕骨近 位端骨折における骨折治療の最適化–オギュメンテーションの提案, Smith & Nephew Trauma Webcast 

One Step Forward –上腕骨近位端骨折におけるNailingとAugmentation-, 2022.4 

3. 南出晃人．骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術の適応と利点．DePuy Synthes Webniar，m3.com, 

Web講演，2022. 8.19. 

4. 南出晃人．腰椎椎間板ヘルニアの病態から考える治療戦略．腰椎椎間板ヘルニア治療セミナー，宇都宮, Web講演，2022. 9. 29. 

5. 南出晃人．健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎外科手術の役割−脊椎内視鏡手術と骨粗鬆症治療の最近の動向．骨粗鬆症Web Forum in 足

利，宇都宮，Web講演，2022. 2. 17. 

6. 南出晃人. 骨粗鬆症性椎体骨折に対する治療：早期外科的治療と薬物療法の重要性．栃木県整形外科医会研修会 Web セミナー，宇都宮, 

Web講演，2022. 2. 24. 

7. 南出晃人. 骨粗鬆症性椎体骨折に対するステントバルーンを用いた椎体形成術. 中四国エリアVBSセミナー，岡山, Web講演，2022. 2. 25 

8. 南出晃人. OVFに対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術. 関東エリアVBS WEB講演，東京, Web講演，2022. 3. 25 

9. 南出晃人. 私の脊椎外科への取り組み．整形外科疾患の慢性疼痛を考える会in北関東．宇都宮, Web講演，2022. 3. 28 

10. 南出晃人. OVFに対するステントバルーンを用いた経皮的椎体形成術. 熊本骨粗鬆症椎体治療セミナー，熊本，Web講演，2022. 8. 5 

11. 南出晃人.骨粗鬆症性椎体骨折治療の動向：外科的治療と薬物治療．骨粗鬆症性椎体骨折を考える会，宇都宮, Web講演，2022. 8. 24. 



12. 南出晃人．超高齢化社会における健康寿命延伸をめざした低侵襲脊椎手術の役割．熊谷市健康スポーツ医会・日医認定健康スポーツ医学

研修会，熊谷，2022. 11. 7. 

13. 南出晃人. 脊椎疾患に伴う神経障害性疼痛の診断と治療．塩谷薬剤師会学術講演会．宇都宮, Web講演，2022. 11. 10. 

14. 南出晃人．腰椎変性疾患：腰椎後方除圧術の完成度を高めるための工夫．AO Spine Advanced Course: Advanced Spine Pathologies and 

their Procedures. 川崎，2022. 8. 26-27. 

15. 南出晃人．高齢者の脊椎外傷（骨粗鬆症性椎体骨折含む）：高齢者胸腰椎損傷の手術選択と手技のポイント．AO Spine Advanced Course: 

Advanced Spine Pathologies and their Procedures. 川崎，2022. 8. 26-27. 

16. 南出晃人．専門医が知っておくべき特殊疾患：神経内科疾患との合併例．AO Spine Advanced Course: Advanced Spine Pathologies and 

their Procedures. 川崎，2022. 8. 26-27. 

17. 南出晃人．VBS維新の会Pilotラボ．川崎，2022. 7. 8. 

18. 南出晃人．AO Spine Advanced Course: Advanced Spine Pathologies and their Procedures. 川崎，2022. 8. 27. 

19. 南出晃人．経皮的椎体形成術ライセンス（BKP）取得セミナー．日光（栃木），2022. 9. 15. 

20. 南出晃人．VBS Basic Training Course．川崎，2022. 9. 22. 

21. 南出晃人．第1回日本インストウルメンテーション学会 Cadaver Seminar. 栃木（獨協医科大学），2022.12. 9-10. 

22. 南出晃人．経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー．日光（栃木），2022. 12. 14. 

23. 南出晃人．経皮的椎体形成術ライセンス（VBS）取得セミナー．日光（栃木），2022. 12. 20. 

24. 中川幸洋：一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会 第 20 回脊椎脊髄病教育研修コース 第Ⅲコース： 脊椎内視鏡手術コース MED．

2022.4.23 横浜 

25. 岩﨑博, 宮武和馬, 曽根勝真弓：ハンズオンセミナー（エコー１・エコー２）. 第12回日本成人脊柱変形学会, 2022.3.5.和歌山 

26. 岩﨑博：THE診断学 岩﨑の腰 上巻 ～身体所見の巻～. エコー侍の超音波解剖学教室, 2022.3.27 Web 

27. 岩﨑博: 医療販売店向け運動器エコーセミナー. 背骨に運動器エコーは必要！？ ～なぜ脊椎外科医がエコーを始めたか～. 2022.5.12 

Web 

28. 岩﨑博：脊椎外科医は腰痛を治療できる！？～エコーのない時、そして、ある時. 第8回大江戸運動器エコー研究会, 2022.8.20 Web 

29. 岩﨑博：運動器エコーが切り拓く脊椎脊髄外科診療. 効能追加記念WEB講演会IN奈良, 2022.8.25Web 

30. 岩﨑博：頚部神経根症の頚肩腕部痛に対する各種超音波ガイド下注射～神経障害性疼痛管理を含めて～. Pain Live Symposium, 

2022.8.26島根(Hybrid) 

31. 岩﨑博：ハンズオンセミナー. 第1回しまね脊椎エコーセミナー, 2022.8.27島根 

32. 岩﨑博：脊椎の超音波診断法. 第56回整形外科エコーセミナー, 2022.10.16大阪 

33. 岩﨑博：THE診断学 岩﨑の腰 下巻 ～画像所見の巻～. エコー侍の超音波解剖学教室, 2022.10.30. Web 

34. 岩﨑博：運動器エコーが切り拓く脊椎脊髄疾患診療IN阪神. 効能追加記念WEB講演会IN阪神, 2022.11.10Web 

35. 岩﨑博：超音波による外来患者への治療法. 第99回かきねの会, 2022.11.19.和歌山 

36. 岩﨑博：Tweet lecture. 第13回SMAP seminar, 2022.11.20 Web 

37. 岩﨑博, 和田誠, 曽根勝真弓：明日から使える！脊椎エコーセミナー基礎編. 第 31 回日本脊椎インストゥルメンテーション学会, 

2022.11.25. 大阪 

38. 野村和教: 腰部脊柱管狭窄症に対する内視鏡下除圧術のコツと留意点. Baxter Advanced Surgery Webinar, 2022.10.31. Live配信. 

39. 野村和教：MEDの手技の要点とピットフォール. 第2回とうほく脊椎内視鏡ハンズオンセミナー, 2022.11.12. 郡山 

40. 高見正成．脊椎椎体骨折の治療 -新鮮例から陳旧例までの各種病態への対応． 第152回和歌山臨床整形外科医会研修会 （2022.3.26）

和歌山 

41. 高見正成．整形外科医を対象とした献体を用いた脊椎外科領域の手術手技実習． 講師 （2022.1.16）和歌山 

42. 延與良夫、中川幸洋、寺口真年、原田悌志、北山啓太、北裏清剛：びまん性特発性骨増殖症（DISH）合併の骨粗鬆症性胸腰椎椎体骨折

に対するBalloon Kyphoplasty (BKP)の有用性. 第19回和歌山最小侵襲整形外科フォーラム，2022.1 JAビル 和歌山市 

43. 谷口隆哉：Full HA stemセミナー 2022/7/10 Webセミナー 

44. 谷口隆哉：Actis stem セミナー  2022/10/20 Webセミナー 



45. 谷口隆哉：MIS-THAセミナー  2022/10/6 Webセミナー 

46. 谷口隆哉：那賀医師会教育セミナー  2022/10/13 公立那賀病院 大講堂 

47. 谷口隆哉：第52回日本人工関節学会 一般演題・ポスター共に座長 2022/2/25京都国際会議場 

48. 谷口隆哉：第90回和歌山医学総会 一般演題座長 2022/7/3 和歌山県立医大伏虎キャンパス  

49. 岩田勝栄：前足部引き抜き切断の1例．和歌山重度四肢外傷「初期治療」Peer Review Web Meeting 2022.8 

50. 山口将則：地域で取り組む骨折予防〜一次・二次骨折予防に必要なポイント〜 .第72回有田医師会学術講演会, 2022.11. 和歌山 

51. 石元優々：2月17日 和歌山整形外科講演会 ONLINE 特別講演「脊椎外傷のいろいろ」主催：旭化成ファーマ 

52. 石元優々：3月11日 和歌山放送 BOX コメンテーター 

53. 石元優々：3月11日 和歌山放送 ラジオ健康講座 

54. 石元優々：3月19日 ラジオデカフェサタデー 

55. 石元優々：4月6日 Back to Back 5-6 April 2022 Meeting, St Anne’s College 4/6 口演 Wakayama Method  Yuyu Ishimoto 

56. 石元優々：8月1日 和歌山放送 ラジオ健康講座 

57. 石元優 ：々8月23日 地域で診る疼痛診療 ―神経障害性疼痛治療 up to date in 海南―主催：第一三共株式会社「人生100年時代を迎

えた疼痛治療のあり方」 

58. 石元優々：9月13日 疼痛診療を考える -神経障害性疼痛診療 up to date in 田辺- 主催：第一三共株式会社「人生100年時代を迎

えた疼痛治療のあり方 -痛みなく逝きたい-」 

59. 石元優々：10月11日 和歌山放送 ラジオ健康講座 

60. 石元優々：11月15日 和歌山放送 ラジオ健康講座 

61. 石元優 ：々11月17日 有田医師会学術講演会 ーかかりつけ医がみる整形疾患への対応ー 主催：第一三共株式会社「人生100年時代

を迎えた疼痛治療のあり方 -痛みなく逝きたい-」 

62. 石元優々：11月24日 Pain Live Symposium 主催：第一三共株式会社「人生100年時代を迎えた疼痛治療の在り方」 

63. 石元優々：11月26日 那賀医師会学術講演会 主催：第一三共株式会社「人生100年時代を迎えた疼痛治療の在り方」 

64. 石元優 ：々12月1日 骨粗鬆症治療を考える会 in 紀南 主催：持田製薬株式会社「高齢者の脊椎手術とその治療法 -かかせない骨粗鬆

症治療-」 

65. 石元優々：12月15日 旭化成ファーマ 社内教育講演 

66. 石元優々：12月20日 地域で診る疼痛診療 ―神経障害性疼痛治療 up to date in 海南― 主催：第一三共株式会社「人生100年時代

を迎えた地域医療 ―脊椎骨折と疼痛治療の在り方―」 

67. 石元優々：12月22日 科研製薬株式会社 社内教育講演 

68. 西山大介:Two-incision THAの文化人類学的ミカタとAIの整形外科領域応用. 第356回 大阪臨床整形外科医会研修会.2022.11.12 

69. 西山大介: 関節リウマチ患者に対するロボティックアーム手術支援下人工膝関節置換術. 旭化成ファーマ社内勉強会.2022.12.19 

70. 長田圭司：〜骨粗鬆症性椎体骨折〜 外来診療のpitfallと治療戦略 2022/4/14 骨粗鬆症治療WEB seminar 

71. 長田圭司：当科の治療指針.Basic Spine Surgery Training Course In Kawasaki．2022/8/19 

72. 長田圭司：骨粗鬆症性椎体骨折の治療戦略〜早期外科治療の必要性とその効果〜．和歌山整形外科疼痛研究会＠ホテルグランヴィア和歌

山．2022/8/27 

73. 長田圭司：骨粗鬆症性椎体骨折の治療戦略〜外科治療の適応と有用性〜．和歌山整形外科講演会＠和歌山県 JA ビル 2F 和みホールC．

2022/10/20 

74. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: 母指CM関節症に対するSuture Suspension Arthroplasty ～低侵襲な

関節形成術を目指して～. 第19回和歌山MIOSフォーラム, 2022.1.15. 和歌山市 

75. 下江隆司, 松山雄樹, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 村田顕優, 橋爪洋, 山田宏: 手指変形性関節症とエクオール産生能についての疫学調査. 第

39回中部日本手外科研究会, 2022.1.29. (完全web開催) 

76. 下江隆司, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 松山雄樹, 村田顕優, 山田宏: ホルモン療法の副作用 -手の愁訴に対するエクオールを含めた治療選択

―. 第39回東日本手外科研究会, 2022.3.5. つくば (hybrid開催) 

77. 下江隆司: 本学におけるCST実現までと現状、今後の展望. 第5回CST研究会, 2022.9.16. 千葉市 



78. 下江隆司: 更年期世代の女性における手の変形性関節症に対するエクオールの効果検討 －多施設単群第 II 相試験 特定臨床研究の結果

報告－. 第4回和歌山県手外科研究会, 2022.9.17. 和歌山市 

79. 浅井宣樹，下園英史，玉置哲也：腓骨筋腱滑車症候群の2例．第19回和歌山最小侵襲整形外科フォーラム，2022.1. 和歌山  

80. 浅井宣樹，下園英史，玉置哲也：二分脊椎に合併した足部難治性潰瘍の1例．第37回近畿足の外科研究会，2021.3. 大阪 

81. 浅井宣樹，下園英史，玉置哲也：下腿挫傷後に足部変形をきたした1例．第38回近畿足の外科研究会，2022.8. 大阪 

82. 平一裕：多発外傷に伴ったFloating shoulderの1例,Depuy Synthes OTM Symposium Follow-up Small Group Discussion 

83. 平一裕：経皮的スクリュー固定による骨盤輪骨折の治療成績, 第19回最小侵襲整形外科学会,2022.1. 和歌山 

84. 曽根勝真弓：ハンズオンセミナー「明日から使える脊椎外来超音波診療」脊髄神経後枝・腰椎椎間関節・仙腸関節ブロック. 第 12 回日

本成人脊柱変形学会, 2022.3. 和歌山市 

85. Sonekatsu M: Ultrasound guided hydrorelease for upper limb pain and numbness. Korea SMAP   2022.3. 

86. 曽根勝真弓：ハンズオンセミナー「完全攻略！頚部エコー」第 33 回日本整形外科超音波学会, 2022.7. 広島市 

87. 曽根勝真弓：ハンズオンセミナー「女性医師限定！E-Girls Project」E-girls 第 33 回日本整形外科超音波学会, 2022.7. 広島市 

88. 曽根勝真弓：痛みの診療ツールとしてエコーを使いこなす〜診療から治療まで一直線で攻める〜. 運動器エコー技塾サテライト 2022, 

2022.7. 大阪市 

89. 曽根勝真弓: 小児肘エコーの診かた 軟骨をみよう！. 第 4 回和歌山県手外科研究会, 2022.9. 和歌山市 

90. 曽根勝真弓: 1st Start up seminar 「初学者向け運動器エコーハンズオンセミナー 〜集え Start するのは今〜」. 先進整形外科エコー研

究会主催, 2022.9. 大阪市 

91. 曽根勝真弓：実際はどうしている？手根管注射. 超実戦！超音波ガイド下インターベンションセミナー「手領域の超音波ガイド下治療の

実際」コニカミノルタ主催, 2022.10. 東京 

92. 曽根勝真弓：わたしの頚部エコー. 第13回 SMAP seminar, 2022.10. 東京 

93. 曽根勝真弓：整形外科医が勝負できるしびれ. 第13回 SMAP seminar, 2022.10. 東京 

94. 曽根勝真弓: ハンズオンセミナー「明日から使える！脊椎エコーセミナー」腰椎椎間関節、脊髄神経後枝. 第 31 回日本脊椎インストゥ

ルメンテーション学会, 2022.11. 大阪市 

95. 村上公英, 山田宏：Differentiation from iPSC to Notochordal-like cell. 第2回BioSpine Japan研究会, 2022.1. 東京 Web 

96. 米良好正：OsteoporosisLive Symposium 2022.6 和歌山 

97. 米良好正：当院におけるOLSの取り組みについて, 二次骨折予防セミナー in新宮 オンライン2022.8. 和歌山 

98. 米良好正：当院におけるOLSの取り組みについて,骨粗鬆症 病診連携セミナー 2022.10. 和歌山 

99. 米良好正：当院におけるOLSの取り組みについて, 骨粗鬆症治療を考える会in紀南 2022.12. 和歌山 

100. 橋本光司：当院での二次性骨折予防への取り組み. 和歌山整形外科講演会, 2022.10. 和歌山 

101. 松山雄樹,山中 学,西尾尚子,玉井英伸,太地 良,上野 健,三宅 稜,中塚映政,鈴木堅太郞, 山田源, 山田 宏: 変形性膝関節症ラットにおけるイ

ミペネム/シラスタチン選択的動注療法の鎮痛効果, 第10回 ニューロカンファレンス和歌山, 2022.1.8, 和歌山県立医科大学 

102. 松山雄樹, 下江隆司, 神埜聖治, 曽根勝真弓, 木戸勇介, 村田顕優, 山田 宏: FGF23 産生腫瘍に伴う低リン血症性骨軟化症の 1 例, 第 19

回 和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム, 2022.1.15 和歌山市 

103. 松山雄樹, 曽根勝真弓, 岩﨑 博, 山田 宏: 僧帽筋 筋・筋膜痛症候群に対する適切なエコーガイド下インターベンションの探索 -副神経を

意識した筋膜間注射 vs 僧帽筋内注射の比較-, 第12回 先進整形外科エコー研究会, 2022.2.20 Web 

104. 松山雄樹, 山中学, 西尾尚子, 玉井英伸,  太地良, 上野健, 三宅稜, 中塚映政, 鈴木堅太郞,  山田源, 山田宏: 変形性膝関節症ラットにお

けるイミペネム/シラスタチン選択的動注療法の疼痛抑制効果, 第10回 整形外科疼痛研究会, 2022.8.27 和歌山市 

105. 松山雄樹, 下江隆司, 橋爪洋, 林未統, 岩田勝栄, 宮井信行, 山田宏: 本邦における Dupuytren 拘縮の疫学実態の解明 -Wakayama 

Health Promotion Study-, 第18回和歌山骨関節靱帯フォーラム, 2022.9.3, 和歌山県立医科大学 

106. 松山雄樹, 曽根勝真弓, 岩﨑博, 下江隆司, 殿尾守弘, 山田宏: 肩こりに対する介入研究の現状報告と今後の展望 -更年期女性の肩こりを

含めて-, 第4回和歌山手外科研究会, 2022.9.17, 和歌山市 

107. 松山雄樹, 曽根勝真弓, 岩﨑博, 山田宏: 肩こり治療における副神経ハイドロリリース vs 僧帽筋トリガーポイント注射 -現状報告と今後

の展望-, 第13回 先進整形外科エコー研究会, 2022.10.10 Web 



108. 上野健、福井大輔、西山大介、米良好正、山中学、玉井英伸、北裏卓也、山田宏：反復性膝蓋骨脱臼に対してinternal brace法にて治療

を行った3例, 第19回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム, 2022.1. 和歌山 

109. 村田顕優，下江隆司，曽根勝真弓，木戸勇介，松山雄樹，山田宏：グロムス腫瘍に対する顕微鏡下側方アプローチによる低侵襲腫瘍摘出

術．第19回和歌山最小侵襲整形外科(MIOS)フォーラム，2022.1.15. 和歌山 

 

【以下、順不同】 

110. 伊勢真人, 坂田ゆき, 垣田真理, 梅本安則, 下江隆司, 幸田剣, 三上幸夫, 田島文博: 車いすマラソンにおける上肢検診. 第 32 回和歌山県

臨床整形外科医会, 2022.2.6. 和歌山市(hybrid開催) 

 

受賞 

1. 石元優々：第33回日本整形外科超音波学会 最優秀演題賞「頚椎外傷における椎骨動脈の評価において超音波検査は造影 CTと同等で

ある」 

2. 石元優々：第13回先進整形外科エコー研究会(SMAP)アワード「ERから脊椎OPまで-臨床に研究にいっぱいエコー使います-」 

3. 玉井英伸，山中学，谷口亘，西尾尚子，太地良，松山雄樹，上野健，三宅稜，中塚映政，山田宏：優秀演題賞受賞 変形性膝関節症の疼

痛発生メカニズムに対するTRPA1の関与 第15回日本運動器疼痛学会，2022.11.20足利市（栃木） 

4. 神前拓平：第34回 日本脊椎脊髄病学会奨励賞(大正Award) 

5. 神前拓平：和歌山県立医科大学 若手研究奨励賞 

 

研究費交付状況 

1. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 山田宏、研究分担者 岡敬之、橋爪洋：地域住民を対象とした生活習慣病予防等健康づくりの

推進のための栄養・運動・休養複合型プログラム（対面・オンラインハイブリット型）の開発に向けた基盤研究 

2. 文部科学省科学研究補助金（挑戦的萌芽）研究代表者 山田宏、研究分担者 原田悌志、南方邦彦：特発性大腿骨頭壊死症に対するMuse

細胞を用いた革新的治療法の開発 

3. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 山崎正志、研究分担者 山田宏：脊柱靭帯骨化症に関する調査研究 

4. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 橋爪 洋、研究分担者 岡敬之：傍脊柱筋サルコペニアのMRI診断基準確立と

超音波エコー評価システムの開発 

5. AMED 長寿科学研究開発事業 研究代表者 牟礼佳苗 研究分担者 橋爪洋：高齢者のフレイルの早期予知・予防を可能とする新規バ

イオマーカーの開発研究 

6. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 岡敬之、研究分担者 橋爪洋：自治体におけるロコモティブシンドローム対策の体制整備：臨

床情報・筋肉超音波の人工知能評価を用いた効果的な予防・介入方法の実証 

7. 文部科学省科学研究補助金（開拓）研究代表者 牟礼佳苗，橋爪洋，吉村典子：生活習慣病としてのサルコペニアの早期予知及び診断マ

ーカーの開発 

8. AMED 長寿科学研究開発事業 研究代表者 岡敬之 研究分担者 岩﨑博：高齢者への最適なリハビリテーションと栄養管理の提供を

目的とした骨格筋量評価アルゴリズムの開発研究（AIと超音波を用いた医用画像解析の応用） 

9. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 高見正成、研究分担者 山田 宏：地域住民コホート研究による脊柱後弯症の自

然経過の解明  

10. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 延與良夫：健康寿命の延伸を目的としたデュアルタスクトレーニングの有効性の

解明 

11. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）谷口隆哉：日本人のPistol Grip Deformity有所見率と関連因子～縦断研究 

12. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 谷口亘、研究分担者 山中学、西尾尚子：ドーパミン作動神経下行性疼痛抑制系

は運動療法による鎮痛機序に寄与するか  

13. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 石元優 ：々MRI自動読影装置を用いた腰部脊柱管狭窄症の自然経過とその予後予

測因子の解明 



14. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）西山大介：成人脊椎変形矯正固定術後の人工股関節脱臼リスク評価. 

15. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 長田圭司：脊柱靭帯骨化疾患 ～ゲノム解析による疾患概念の確立～  

16. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）長田圭司：AGEs から見た脊柱靭帯骨化疾患の発症機序の解明；住民コホート 10年追跡調査よ

り  

17. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）福井大輔：早期・初期変形性膝関節症ラットモデル確立 

18. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）下江隆司：大規模一般住民コホートによるキーンベック病の疫学調査 -ROAD study- 

19. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 神埜聖治、研究分担者 橋爪洋、宮井信行：ウィズ・コロナ時代に骨の健康を維

持するためのステイ・ホームプログラムの開発 

20. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）籠谷良平：びまん性特発性骨増殖症の予後及びその危険因子の解明：住民コホートの追跡 

21. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C）研究代表者 寺口真年 研究分担者 橋爪洋、中川幸洋、山田宏、上松右二：ロコモティブシ

ンドロームへの徹底介入による若返りのまちづくり 

22. 平一裕：公益財団法人 整形災害外科学研究助成財団 研究助成．大規模住民コホートにおける脊柱バランス不良と腰痛・身体運動機能

との関連：The Wakayama Spine Study 

23. 厚生労働科学研究費補助金 研究代表者 久留聡、分担者 山中学：スモンに関する調査研究 

24. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 山中学：前帯状皮質におけるケタミン及びケタミン代謝物の疼痛抑制メカニズムの解明 

25. 山中学：公益財団法人 整形災害外科学研究助成財団 研究助成 脊髄損傷後疼痛メカニズムに対するミクログリアによる影響 

26. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 西尾尚子、研究分担者 谷口亘、山中学：変形性膝関節症における機械受容チ

ャネルを介した疼痛メカニズムの解明． 

27. 文部科学省科学研究補助金（若手研究）前田孝浩：大規模住民コホートの長期追跡による、是正可能な腰部脊柱管狭窄症危険因子の解明 

28. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 佐々木貴英：小児期扁平足の実態解明、予防に向けた縦断疫学研究 

29. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 岩橋弘樹：腰椎部発育性脊柱管狭窄の概念確立を目指す地域住民コホート研究 

30. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 曽根勝真弓：異常感覚克服のための各種触覚機械受容器イオンチャネルの同定 

31. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 玉井英伸、研究分担者 山中学、西尾尚子：変形性膝関節症の疼痛増強におけ

るTRPA1チャネルの役割とその抑制効果 

32. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 出口剛士：椎間板変性に関する概念の標準化や治療に向けての新たな提唱  

33. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 村上公英、研究分担者 西尾尚子：変性椎間板マウスモデルにおける脊索細胞

注入の髄核修復効果 

34. 文部科学省科学研究補助金（基盤研究C） 研究代表者 木戸勇介、研究分担者 橋爪洋、岡敬之：子どもロコモの実態調査と効果的な

介入方法の調査 

35. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 村田鎮優：椎間板変性に関する概念の標準化や治療に向けての新たな提唱  

36. 文部科学省科学研究補助金（若手研究） 神前拓平：成人脊柱変形術後の股関節症：新疾患概念の確立に向けて 

 


